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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成25年2月7日(2013.2.7)

【公表番号】特表2010-510379(P2010-510379A)
【公表日】平成22年4月2日(2010.4.2)
【年通号数】公開・登録公報2010-013
【出願番号】特願2009-538437(P2009-538437)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  53/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  25/10     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   5/18     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 293/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  53/02    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  25/10    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  23/02    　　　　
   Ｃ０８Ｊ   5/18    ＣＥＱ　
   Ｃ０８Ｊ   5/18    ＣＥＴ　
   Ｃ０８Ｆ 293/00    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成24年12月14日(2012.12.14)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリマーブレンド組成物であって、以下の成分：
　ａ）組成物の重量に基づいて、５５重量％～９２重量％のスチレンテトラブロックコポ
リマーであって、（１）Ｓ－Ｉ－Ｂ－Ｓ（式中、各Ｓは独立して主にスチレンのポリマー
ブロックであり、１０，０００～１５，０００の見かけの分子量を有し、Ｉは主にイソプ
レンのポリマーブロックであり、Ｂは主にブタジエンのポリマーブロックであり、Ｉおよ
びＢは７５：２５～１５：８５の範囲内に含まれるＩ：Ｂの重量比で存在している）とし
て表される分子構造と、（２）テトラブロックコポリマーの重量に基づいて１５重量％～
３２重量％の範囲内の重合スチレン含量と、（３）８５，０００～１６０，０００の範囲
内の見かけの分子量とを有するスチレンテトラブロックコポリマーと；
　ｂ）組成物の重量に基づいて、８重量％～４５重量％の、成分（ａ）とは相違する熱可
塑性樹脂と；任意で、
　ｃ）組成物の重量に基づいて、０重量％～２０重量％のエキステンダー材料とを含み、
ａ）、ｂ）およびｃ）の量は一緒にすると１００重量％となる組成物。
【請求項２】
　前記熱可塑性樹脂（ｂ）は、ポリスチレン、スチレン－イソプレンコポリマー、スチレ
ン－ブタジエンコポリマー、およびオレフィンポリマー樹脂から選択される少なくとも１
つの樹脂である、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記熱可塑性樹脂は、スチレン－イソプレンコポリマーもしくはスチレン－ブタジエン
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コポリマーであり、いずれの場合もコポリマーの重量に基づいて６５重量％を超える重合
スチレン含量を有する、請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記熱可塑性樹脂は、エチレンをベースとするポリマーおよびプロピレンをベースとす
るポリマーから選択されるオレフィンポリマー樹脂である、請求項２に記載の組成物。
【請求項５】
　前記熱可塑性樹脂は、高圧低密度ポリエチレン、高密度ポリエチレン、線状低密度ポリ
エチレン、超低密度ポリエチレン、エチレン／α－オレフィンコポリマーから選択される
エチレンをベースとするポリマーであり、前記α－オレフィンは３～２０個の炭素原子お
よびエチレン／α－オレフィン共重合体を含有している、請求項４に記載の組成物。
【請求項６】
　前記熱可塑性樹脂は、ホモポリマーポリプロピレン、プロピレン／α－オレフィンコポ
リマーから選択されるプロピレンをベースとするポリマーであって、前記α－オレフィン
は２個または４～８個の炭素原子を含有している、請求項４に記載の組成物。
【請求項７】
　前記エキステンダーは、炭化水素油、ナフタレン油、ならびにオレフィン不飽和を有し
、イソプレンおよびブタジエンのうちの少なくとも１つと相溶性であるモノマーに由来す
るポリマーもしくはオリゴマーから選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　前記炭化水素油は、白色鉱油である、請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
　前記エキステンダーは、組成物の重量に基づいて、１重量％～１８重量％の量で存在す
る、請求項７に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記スチレンテトラブロックコポリマーは、組成物の重量に基づいて、６５重量％～９
２重量％の範囲内の量で存在する、請求項１に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記熱可塑性樹脂ｂ）は、組成物の重量に基づいて、８重量％～３０重量％の範囲内の
量で存在する、請求項１に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記エキステンダー材料ｃ）は、組成物の重量に基づいて、０重量％超～１５重量％の
範囲内の量で存在する、請求項１に記載の組成物。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか一項に記載の組成物から調製された少なくとも１つの層を含
むポリマーフィルム。
【請求項１４】
　前記層は、同一のタイプおよび量の熱可塑性樹脂およびエキステンダーから、しかし同
一のスチレン、イソプレンおよびブタジエン含量を有し、前記イソプレンおよびブタジエ
ンは実質的にランダムポリマーブロックとして存在するスチレンブロックコポリマーを用
いて調製された層より小さい、２００％伸び時のピーク力対３０％伸び時の無負荷力とし
て示される改良された横断方向ヒステリシス試験比を有する、請求項１３に記載のポリマ
ーフィルム。
【請求項１５】
　前記改良された横断方向ヒステリシス試験比は、約３０重量％のスチレン含量、約３５
重量％のイソプレン含量および約３５重量％のブタジエン含量を有する８５重量％のテト
ラブロック（各テトラブロック重量％はテトラブロックの重量に基づく）、１０重量％の
ポリスチレンおよびエキステンダーとしての５重量％の白色鉱油（テトラブロック、低密
度ポリエチレンおよび鉱油の重量％は組成物の重量に基づく）を含む層組成物については
５以下である、請求項１３に記載のポリマーフィルム。
【誤訳訂正２】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５５】
Ｄ．　ＢＣＰ－４　－　ランダムＩ／Ｂブロックを用いた線状Ｓ（Ｉ／Ｂ）ジブロックコ
ポリマーの調製                                                                  
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